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［要約］地域特産品直売所の顧客を対象にコンジョイント分析を用いて紫色を持つハクサイ型生

野菜の色等の評価を明らかにした。紫色程度の重要度は で他の比較要素である食新 25.90
価格 に次ぐもので、外観形状、産地、紫色素効用説明より高い値であった。30.32
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［背景・ねらい］

地域活性化等においては、地域特産物に係る貴重な技術や資源を維持しながらその産地

を存続させると同時に、新しい特産品を積極的に開発して産地を育成することが重要な課

題である。地域特産物としては、野菜や漬け物などの事例が散見されるが、近年は機能性

を有する色素等に着目した製品開発が話題となっている。しかし、野菜等では現実の色を

評価する計量分析事例がほとんどなく、色がマーケティングの問題として取り上げられる

ことも少なかった。そこで、紫色を持つ地域特産新野菜の開発を事例として取り上げ、コ

ンジョイント分析を用いて地域特産品モデルの検討を行う。

［成果の内容・特徴］

コンジョイント分析に用いた製品要素（属性）と水準は、色３水準（緑の葉色を基本1．

に浅紫、紫、濃紫 、形状２水準（白菜系、ちぢみ葉系 、紫色素効用説明２水準（記） ）

90 120載あり なし 産地３水準 Ｙ村産 Ｉ地域産 国内産 販売価格４水準 円、 ）、 （ 、 、 ）、 （ 、

円、 円、 円）とし、分析の対象は地域特産物を販売するＹ村温泉保養施設を訪150 180
れた顧客とした。

2． 撮影環境が等しい撮影セッ分析カードの野菜色は、白菜系とちぢみ葉系野菜を照明等の

コンピューター上で色合成、プトの中で一定方向・距離からデジタルカメラで撮影し、これを

リンター出力、日本園芸植物標準色票・マンセル表色系との対比を繰り返しながら、最終的に

表１の葉色３水準を作成した。

3．各要素の水準を直行配列によって組み合わせ、図１に示した画像を含む１６種類のカードの

選択順位から、各要素の重要度と野菜の価値を解析する。

調査対象者全平均の要素別重要度を見ると、価格が と高いが、色も あり、4． 30.32 25.90
以下産地 、形 、紫色素効用説明 である。クラスター分析によって、価格19.91 16.09 7.79
を最も重視した中で色評価を行う価格重視型（ ％ 、形、産地、色などバランス評価42 ）

35% 23を行う総合評価型（ 、色を最も重視した中で産地や価格を考慮する色重視型（）

（図2）。％）の３タイプに顧客を類型化できる

５．色は緑紫が最も高い の部分効用を示し、産地ではＩ産地に比較してＹ村産の評1.75
価がやや高かったが、国産では評価がかなり低い。部分効用値から、緑紫色のハクサイ

、 （ ）。型をＹ村で生産し 価格を 円あるいは 円にする製品モデルの評価が高い 表２150 90

［成果の活用面・留意点］

の分析事例であるが、当該直売所１．三重県Ｙ村（現Ｉ市）における地域特産品直売所の顧客

（温泉保養施設）は中京から関西に及ぶ範囲の顧客が訪れており、他地域における新野

菜開発における色の重要性の参考にすることができる。

２．コンジョイントによる分析枠組みについても、他の地域で活用できる。

３．コンピューター上での色合成については、一定の技術習得が必要である。




